
先日、本校担任の授業提供が全員終わりました。テーマは「学習者主体の授業づくり｣｡
教師が「教える授業」から子供が「学びとる授業」へ。子供が学習のめあてを決めて､

学習内容を調べ､そして振り返る。担任はファシリテート役。これからの時代､自分で考え
行動し､改善していく子供を育むために､このようなスタイルの授業が展開されてきていま
す。しかし､頭では分かっていても､そのような授業を考え､具現化するのはなかなか難し
いです。子供を信じて委ねる授業。本当にできるのだろうか､効果はあるのだろうかと思
うこともあります。

そんなとき、思い出す子供がいます。私が新採の頃、受けもった中国人のＡさんです。
学期途中で転入してきました。日本語は全く分かりません。日本語教室もほとんどなかっ
たので、私のクラスで全ての時間を過ごします。学校生活の大半は授業です。日本語が全
く分からないＡさんは、授業が苦痛でしかなかったでしょう。時に外に飛び出しました。
力量のない私は「あまえるんじゃない｡」などと叱るしかなかったこともあります。一方､
Ａさんは算数が得意でした（中国の算数の授業は､日本より高度だったと記憶しています)｡
彼を前に出させて､身振り手振りで子供たちに解法を説明させました。漢字文化の中国で
すから、漢字は得意です。私の机の横に座らせ、教科書を共に解読していきました。絵を
描くのが得意だったので､｢学級新聞係｣にして友だちとイラストを交えた楽しい新聞を作
るようになりました｡学期末には､ほとんど日本語を話し､他の友だち同様、あだ名(当時）
や下の名で呼び合い､昼休みには駆け回って遊び､すっかり溶け込むことができました。

Ａさんの可能性を私が引き出したというわけではありませんが､子供は学びとり成長で
きると言えましょう。ただ､そのためには｢教える｣ことも大切であり､｢学びとる｣ことと二
項対立ではないと思います｡どちらも大切にしながら授業を見直していくことが重要だと
考えます。本校でも学習者主体の提供授業で､教えるところを軸とした授業もありました。
熱意ある改革の中で､不要なものを取り除こうとするあまり､大切なものまで一緒に捨てて
しまわず､いかにして子供たちの可能性を引き出すか。私たちの挑戦は続きます。

子供の可能性を信じて引き出す! 
校長 髙味 淳

先日､｢コミュニティ協議
会｣であったカフェの中で昭
和30年頃の下名地区のお店
を教えていただきました｡当
時はずいぶん繁華街だった
ようですね。
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姶良市立山田小学校
姶良市下名1018【0995-65-2506】

姶良市立山田小学校だより

←山田小ＨＰはこちら

２ ある中国人のＡさん･･･

１ 本当にできるのだろうか？

３ 二項対立ではない

【山田小付近の商店街】
(コミュニティ協議会より)

ザッと数えてみても５０店舗以上。。。
現在はそのほとんどがありません。

食堂や下駄屋、洋服店、貸本屋まであります。当
時の最先端を行っていたような気もしてきます！
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https://www.city.aira.lg.jp/yamada-s/kurashi/kyoiku/gakko/yamadasho.html


 

 

 

 

 
 


